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祈 りの原則 ⑤

ですから、私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、お りにかなった助けを

受けるために、大胆に恵みの御座に近づ
=_う
ではありませんか。 (ヘブル 4:16)

これは、信者が天の父に祈っているときの霊的現実です.iドなる絵画的な表現ではなく、

霊の世界で現実に起きている■とです。祈 りによって、信者は神に近づき、神から助けと

祝福を受け取 り、霊的に成長 しますじ

2019年 9月 から、折り|「 ついて、聖書はどのように教えているのか、学んでいます。

[]祈 りに関する学び全体のテーマ

1.祈 りの原則

2.祈 りの 3つのタイプ

3.1日約聖書の中の祈 り

4.新 約聖書の中の祈 り

5. 祈 りσ)条件11

6.:祈 りの構成と内容

7.祈 りのルール

8.祈 りの諸問題

□ 「析りの原則」のアウ トライン

].折 りとは

2.祈 りを象徴するもの

3.祈 る理由と目的

4.祈 りのすすめ

5.祈 りの約束

6.祈 りのアウトライン
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7.祈 る場所

8.祈 る時

9.祈 るときの姿勢
10. 折りσ)プ]と 糸古果
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□祈る場所

聖書は、祈る場所について特別な場所を定めてはいない`ただし、他の人の日やいろいろ

な動きから遮断された環境を要するとしている.

1.祈 りの場所について教える聖書箇所

(1)マ タイ 6:6

(2)こ の簡所から導かれる原則 :折 りの場所 |『 ついては、irl:|」りi(ま たは隔離)の原則

2.聖書は祈りの場所について、いろいろな場所を記録 している

(1)ダ ニ 6:10 1il牛 i

(2)マ タ6:6 奥ま′)た :十1:屋

(3)マ タ 14:23 111

(4)マ コ 1:35 荒野

(5)使徒 12:5、 12 ある人の家に集まって祈る

(6)使 徒 16:13 川岸

(7)1吏 往12]:5 1兵 1プリ

(8)Iテモ 2:8 どこででも

3.結 論

(1)祈 るための場所として特 |「 指定された場所はない.,聖古が信者 |「 勧めているのは、

い/)~〔 1)7斤 るという気モ1寺ち
~ご
い`るよう|、1, Iン たカベ́D~〔

`り

「る場打りil:´ ノ)t｀
~〔
t,、 どri

にいても、というJと になる.

(2)実際に、私たちはどこにいようとも、祈ることができる.難外にいても、家の中

でも、飛行機に乗っていても、列車に乗っていても、街の通りを歩いていても、

であるc.条件は、ただひとつ、私たちの内面が、人の ||やいろいろな動きから影

響されず、祈りに向かうことができることである.
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l:」祈る時

前節では、祈る場所は特定されないよ学んだ。1では、析ろ1時 についてはどうか〔,祈 る時と

して、特にふさわしい時というのが、あるのかつ

1.聖書の原則 :いろいろな時

(1)詩 55:17 夕方、朝、そして貞昼

(2)ダ ニ 6:10 1」 に 3回

(3)Iテモ 5:5 夜も昼も

(4)ル カ ]8:1 いつでも祈る

(5)1静思の時」 |〔 /)い て

①  「信者は、毎」り|、 1浄思の時を持つべきである|と いう主張は行き過ぎ.I111書

は 1毎朝_|と いう精定はしていない.夕 方でも、1ヽ間でも、静まって祈るこ

とはできる_

CI 神は、私たちlf、 111の うら|「 ど「 かで祈り
の時をもつようlj望んでおられる

ことは確かである.私たちはいつでも祈るという気持ちでいると同時に、111

の中のある時点において、祈る時を持つべきである。その時を早朝にするの

か、夜にするのか、それとも昼にするのか、それは各個人に委ねられている。

2.朝の折り

(1)言寺5:3

(2) 言:!「 88: 13

(3)マ ルコ 1:35

3.夕 ・夜の折 り

(1)「寺141:2、  5

(2)マ タイ 14:23

(3)マ タイ 26:136～ 44

(4)ル カ (5:12 夜却ltン

4.昼 間の祈 り

(1)使徒 3:1、 10:30 
「
午後 3時の祈 り」

(2)使徒 10:9 1午 後 12「時ごろ」

(3)こ れは当時の習慣 .―一日の中で ど
｀
の時点で祈 りの時を 1)つか、決 まりはないt

5.危 険や古難に111'が した ときの折 り

(])I II否 5:20 戦いの最中に祈った  (類例  II I歴 13:13～ ]6、 20:1～ 22)

(2)詩 50:15、 77:1～ 2、 86:7、 130:1

(3)ヨ ナ 2:1～ 9

(4)ル カ 22:39～ 46 ゲッセマ ネυl)同 での`ギ|!i:卜Iの「1寺の1祈 り

IVIBS 1 44 “The PrincipleS Of Prayer“    Arnold G.Fruchtenbaurn,THI帆 ,PH D
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6.食 事の前のj」k謝の折り

(1)マ タ 14:19

(2)使徒 27:35

(3)Iテモ 4:4～5 すべての食べ物は感謝をもって受ける。私たちが食べるものは何

でも、祈 りによつて清められる。(1～ 3、 特定の食物を禁じる、誤った教えに注意 )

7.多忙の中での祈 り

(1)ル カ 5:15～ 16

時間 lr余裕のあ /t中 で、祈りの時をもつことは容易である( しか し、忙 しいとき

こそ、数秒でも時間を割いて、天の父に感謝をささげ、祈 り、励 ましを求め、仕

事を成す力を与えてくださるよう、祈ることが大切であるc祈 らないことを、多

忙のせいにしてはならない.

8.祈 りは、継続的なものである

(1)ル カ 18:1 「いつでも祈る」

(2)エベソ6:18 1ど んなときにも・・・絶えず |」 をさましていて |

(3)Iテ サ 5:17 「維‐1えず祈 りなさい」

祈 りはいつするのか、実は、この問いかけは祈 りの本質を見失わせるおそれがあるこ,

祈 りは継続的なものである。1信者は、いつでも祈る、喜んで祈るという状態でいるベ

きである.,そ うする L、 祈りが 24時間 365日 、途 1刀れるこ_と なく持続 しているかのよ

う.|二感 じることができる_kう |「 なる.〕

□祈る姿勢

祈る場所や時がさまざまであったように、祈る姿勢についても、さまざまである.聖書に

は、9つの姿勢IJ関する記述が,itられる.

1.ま っすぐに立って祈る

(1)マルコ 11:25「 立って行っているとき_I

(2)ル カ 18:10～ 131ふ たりの人が、祈るためIJ宮 lt「 11っ た.,・ ・・′` リナイ人は、

立って、心の |||で rんな折りをした、1・ ・・取税人は1,く 離れて立ち |

(3)ヨ ′ヽネ 14:31「 立ちなさい. さあ、「「
から行くのです ,| '17:11ィ ェスは、

これらのごとを話 してから、||を 天lr向 けて、言われな (天の父
ノ、の祈りが続く)」

―■8:11イ エスはざれ らの J十 を話し終スられると、弟 f´たちとともに、ケ ドエ

ロンの川筋の向 rう 1則 lt「 |||て 行かオした,.そ こlf囲があつて、 イエスは弟子たちと

ぃっしょIJ、 そご_|こ 人らオ■た |

過越の食事の場所から出て、ゲッセマネの園まで歩いて移動づる途中で、歩きな

がらイエスが弟千たち |〔 語ったcそ して 17:1では、イエスは歩みを LLめて、立

MBS144 “The PrinCipleS Of Prayer“    Arnold G Fruchtenbaum,TH IⅥ ,PH.D
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ったままで、人に FIを向けて、天の父なる神に向かって祈った。

2.ひ ざまずいて祈る

(1)I列 8:54「 こうして、ソロモンは、この祈 りと願いをことごとく主にささげ終わ

った。彼はそれまで、ひざまずいて、両手を天に差 し伸ばしていた 。・・」

(2)ルカ 22:41「 そしてご自分は、弟子たちから石を投げて届くほどの所に離れて、

ひざまずいて、こう祈られた」

(3)使徒 20:36「 こう言い終わって、パウロはひざまずき、みなの者とともに祈った |

(4)工‐ペソ3:14「 こういうわけで、私はひざをかがめて、・・・父の前に祈 ります」

3.う つ伏せで祈る

(1)マ タイ 26:39「 それからイエスは少 し進んで行って、ひれ伏 して祈って言われた」

この姿勢では、額は地面についている〔,体は、完全にうつ伏せに寝ている状態か、

または、ひざまずいた姿勢から上半身だけを伏させて額を地面につけている状態

であるこ.聖 書筒所ではあまり他には類例を見ないが、これ もまた、祈る姿勢とし

て問題ない。

4.体 を寝かせて祈る (`1嘗 たままで祈る)

(1)Ⅱ 列 20:1～ 2「 ヒゼキヤは病気になって死にかかっていた。・・ 。そこでヒゼキヤ

は顔を壁に向けて、主に祈って、言った」

(2)詩 63:6「 ああ、私は床の |■であなたを思い出し、夜ふけて私はあなたを思います」

5.座 って祈る

(1)I列 18:42(原文直訳)「エ リヤはカルメル山の項上に登つた。そ して彼は、地面

の上にひれ伏 した (困ガウハル 横たわる、寝そべる、祈 りなどでひれ伏す )。 そ

して、彼は、自分の顔をひざの間にうずめた」・・・エ リヤは、カルメル山の頂 上

に登 り、そこで祈 りの姿勢をとった。まず地面の Lにひれ伏 した。次に地面の上

にひざを抱えてしゃがみ二み、立てたひざの間に顔をうずめた。

6.|一字架にかかりながら祈る

(1)ルカ 23:42

適用・・ 。私たちが、もし極限の状況の中に [:当 かれたとして、そのとき、自分が

意図しない姿勢を余儀なくされるかもしれない。しか し、祈る姿勢に条件はない。

犯罪人のひとりが十宇架の上で祈ったように、私たちも祈ることができるc

7.水 の Lを歩きながら祈る

(1)マ タイ 14:30

適用・・ 。私たちが水の上を歩くことは、まずないであろう。 しか し、この箇所

からわかるのは、どんな姿勢をとっていても、そしてわずか一言だけであっても、

祈 りは成立する、とい うことである。

8.頭 を垂れて祈る

(1)創 24:26「その人はひざ主ずil^|カ ウダッド (敬意を表して体または,Flを傾けて

IMBS144 "The Principles of Prayer" Arnold G. Fruchtenbaum, TH lV, PH.D
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お辞儀をする)|

(2)出 4:31「 民は信 じたこ.彼 ら|ま ・・・ひざまずいて、社|千 した |

(3)出 12:271Tす ると民はひざまずいて、 社||し た。|

9.|」 を開じて、または、 |―1/′開けて行る

(1)ヨ ハネ 11:411イ エスは ||を llげて、言われた」

(2)ヨ ハネ 17:1「イエスは・・・日を天に向けて、言われた」

現代では、信者はほとんどの場合、目を開じて祈るのが習慣となっているc.しかし、

上記のヨハネの福音書の箇所では、「|を開けて祈っていることが明らかであるc実は、

聖書の中には、日を開じて祈ったという記事は一つもない。

もちろん、目を閉じて祈ってはいけない、という教えはないので、目を開じようが、

開けようが、どちらでもよいc FIを開けていると祈りに集中できないというなら、閉

じればよい.人によっては、日を開じると逆にいろいろな雑念が湧いてきてしまうと

いうこともある。

□祈 りの力と結果

祈 りが物事を成 し遂げる〔〕聖書の中から、祈 りの力と結果についての筒所を 6つ挙げるc

1.出 32章、金の子牛像を造って拝んだイスラエルの民は神によって滅ぼ されそ うになっ

た。 このとき、モーヤのとりな しの祈 りに よってイスラエルの民は助かった.出 32:

11´ヽ14

2.預 言者サムエルの人生は、祈 りの人生であるcそ の祈 りによって、べ:リ シテ人の侵攻

を食い止めた.  Iサム 7:5～ 14

3.預 言者エ リヤは、祈 りによって雨をもたらし、十ばつを終わらせた.I列 18:41～ 45,

新約聖書のヤコブの手紙が r_の r_と を引用している (ヤ コブ 5:17～ 18)の は、義人

の祈 りは働 くと大きな力があるのだから (5i16)、 私たち信者を励まして祈らせるた

めである.]義 人とは、作i仰 によって義人と認められた信者たちである。

4.祈 りは、神がそのみ二ころを行 うときに用いる手段である (1ヨ ハネ 5:14～ 15).神

はそのみこころを信者抜きで遂行することはなさらない.信者が祈ること、これを通

して神はご自身の目的と計画を実行される3

5.祈 りを、神は聞いてくださる。そ して何かの答えを与えてくださる (マルコ 11:24、

ヨハネ 14:13～ 14)

6.祈 りは、神の栄光につながる´神は、私たちの祈 りの生活によって、栄光をお受けに

なる (ヨ ハネ 14:13)
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